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報告の概要

1. オープンアクセスと学術機関リポジトリ(IR)
2. 香港科技大学IRの項目
3. ソフトウエアの選択
4. 計画と施策
5. コンテンツ収集の対策
6. 課題と問題
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香港科技大学の紹介

1991年設立
４学部
(SSCI, SENG, SBM, 

HSS)
教職員数 450名、
学部生 5,500名、
大学院生 2,800名
世界大学ランキング
トップ200校中第42位
（2004年タイム誌、
「高等教育」増刊号の

データより）
図書館：司書 22名、
その他職員 75名
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１．オープンアクセスと
学術機関リポジトリ（IR）

テクノロジーと社会発展の趨勢により
オープンアクセスが出現

オープンアクセスの成果

学術機関リポジトリとは？

学術機関リポジトリ構築の必要性
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技術面の発展傾向
FTP及びネットワーク（HTTP）を通じ、ドキュメントの享受共有がますます容易
になっている

研究者がある特定テーマについて、ネットワークで公開されている
論文データベース上で自らの研究成果（業務論文、出版予定書籍等）を
「出版」することが可能となり、速やか、かつ広範囲への発表がしやすくなる

研究者、研究機関が論文の抄録や全文を公表する

Social Science Research Network (SSRN) 

IDEAS ‒ 経済学分野の研究論文

これらのデータリソースの収集に成功したことにより、
オープン・アーカイブ・イニシアティブ(OAI)が実現し、さらに、
著者が自ら行う文書保存と文書共有双方に使用するスタンダードの実現を促
進した

主な成果:メタデータ・ハーベスティング・プロトコルのためのオープン・アー
カイブ・イニシアティブ （OAI-PMH)
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社会発展の傾向

「定期出版物の危機」
定期刊行物の発行数が
年々増加

+
価格の上昇

+
図書館予算の削減

=市場の不振
(1980年代より）

Source ARL Statistics: Monographs and Serials Costs in ARL Libraries, 1986-2003
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オープンアクセスの事例

「オープンアクセスの競争とサポートを促進するこ
とにより、高額かつ増加し続ける定期刊行物の費用
問題を解決する」

学術出版・学術資源連合（Scholarly Publishing and Academic 
Resources Coalition：SPARC）
研究図書館連合（Association of Research Libraries）の支持
多種多様な組織（例： Assoc. of American Universities, Assoc. of 
Universities and Colleges of Canada, Australian Vice-Chancellors 
Committee, etc.）からの認可

1997年設立、目的は学術出版分野市場の不振を是正することである。
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オープンアクセスの成果例

オープンアクセスの定期刊行物

審査後の、或いは審査を行い
ながら公開する刊行物

Emerging Infectious 
Diseases
Journal of Machine 
Learning Research

更に多くのコンテンツについては、オープンアクセスの更に多くのコンテンツについては、オープンアクセスの
定期刊行物案内ページ（定期刊行物案内ページ（DOAJDOAJ））にアクセスして下さい。にアクセスして下さい。
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オープンアクセスの成果例:OAIster

１つの１つの検索画面上で、検索画面上で、
536536ヵ所の機関が公開しているヵ所の機関が公開している文献文献をを検索検索することができるすることができる

590590万万件件のドキュメント：のドキュメント：オープンアクセスオープンアクセス刊行物上の文書刊行物上の文書
業務業務論文、論文、討議文書、会議発表論文、学位論文討議文書、会議発表論文、学位論文 等等

++研究機関の学術成果データベースは上記の全てと、更に多くのコンテンツを包括している研究機関の学術成果データベースは上記の全てと、更に多くのコンテンツを包括している
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オープンアクセスの成果例:
学術機関リポジトリ(IR)

２つのオープンデータリソースシステムの出現がIRの発
展を促進した: 

Eprints (サウサンプトン大学) 
DSpace (マサチューセッツ工科大学)

IRモデル事例
Australian National University Eprint Repository
eScholarship Repository (カリフォルニア大学)
CalTech CODA

Institutional Archives Registry (2005年10月5日現在
468機関が参加)
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学術機関リポジトリ（IR）とは？

「１校ないし数校の大学において収集、保存し

た知見成果をデジタル化したデータベース」
- 「The case for institutional repositories: a SPARC position paper」

Raym Crow より引用。

- <http://www.arl.org/sparc/IR/ir.html>

12

学術機関リポジトリ構築の必要性

ブダペスト・オープンアクセスのアクセス項目

http://www.soros.org/openaccess/index.shtml

２つの手法の推奨:
1. 開放型の電子文書データベースにおいて
各自が文書の保存を行う

2. 定期刊行物のオープンアクセス
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２つのオープンアクセスに関する手法

BOAI-2 (“gold”): 適切なオープンアクセス定期刊
行物上で論文を発表する

BOAI-1 (“green”):或いは、適切な利用料を課し
た有料の定期刊行物上で論文を発表し、利用者
が各自保存できるようにする
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満たすべき２条件

文献の著者は、使用者に対し無償のアクセス権
利及びコピー、使用、配布、普及、展示の許可
を付与する

文献の完全版は、少なくともオンライン保存シ
ステムファイル上に存在しなければならない
-ベルリン宣言より引用
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香港科技大学のIR構築の必要性

香港科技大学の学術成果を永久保存するため

香港科技大学の学術成果を無料で、かつ汎用の
デジタル方式にて、利用、普及させるため

オープンアクセスに向けた国際的な努力に協力
するため

もしこの社会が、幅広く、便利に知識を得ることができ
ない社会であるならば、知識の普及という課題は半分し
か成し遂げられない

-ベルリン宣言より引用
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2. 香港科技大学のIR

デジタル方式により
収集、普及、保存し
た香港科技大学の学
術成果

DSpaceソフト使用, 
OAI-PMH 標準, 中国
語表示サポート

インターネット検索
で容易に表示され、
検索ツール表示がわ
かりやすい

http://library.ust.hk/repository/
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ドキュメント総数

26579会議論文

割合（%）数量保存内容

2,159  (100冊の
副本を含む)

8
37

56

58

394
493

534

1その他

3特許

2005年10月5日現
在

総数

2書籍中の章節

2特定テーマに関するレポート

18博士論文

23定期刊行物文書

25業務論文、テクニカルレポー
ト、研究レポート、先行出版

書籍
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分野別 ドキュメントシェアの比率
(2005年10月5日現在)

COMP
21%

SBM
13%

HSS&SOSC
6%

OTHER
12%

OTHER ENG
8%

ELEC
13%

MECH
7%MATH

6%

PHY
5%

OTHER SCI
9%
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香港科技大学IRホームページ

20

学術機関と収蔵文書に基づく概観
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香港科技大学IRにおける学術分野
Accounting 
Advanced Engineering 
Materials Facility 
Applied Technology Center 
Atmospheric, Marine and 
Coastal Environment Program 
Biochemistry Biology 
Center for Enhanced Learning 
and Teaching 
Centre for Display Research 
Chemical Engineering 
Chemistry 
Civil Engineering 
Computer Science 
Economics 
Electrical and Electronic 
Engineering

Finance 
Humanities 
Industrial Engineering and 
Engineering Management 
Information and System 
Management 
Institute of Nano Science and 
Technology 
Language Center 
Library 
Management of Organizations 
Marketing 
Mathematics 
Mechanical Engineering 
Physics 
Social Science

22

kwok y

著者名による文書検索
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全文を見る
をクリック

IR レコードの例示
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PDF 形式の全文

26

キーワードを入力して検索する

IR上での検索
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28

校内ユーザー名と
パスワードを入力。

文書の提出
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表の空欄に記入し、
ページ下部の
「Submit」ボタンを
クリック

30
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確認の電子メールを受信する

32

アクセス件数
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3. ソフトウエアの選択

2004年7/8月、
IRシステムと機能につい
ての要望
「図書館技術レポート」
を発表

カリフォルニア工科大学モデ
ルに従い、オープンリソース
ソフトを用いてIRを構築、ま
たOAI-PMHインターフェー
スを使用

２つのIRシステム: EPrints
と Dspaceを比較検討した

34

DSpace

マサチューセッツ工科大学図書館と
ヒューレットパッカード社の共同開発

オープンリソースソフト

システム評価検討期間（2002年12月
末）を Sourceforge上で公表
Java言語を用いて、PostgreSQLデータ
ベース、Lucene検索、Tomcat web 
servlet containerを使用している
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DSpace

2003年Dspaceを採用。
その理由とは：

DSpaceはEPrintsの経験を基に開発されたものであ
り、 EPrintsは当時最も普及していたオープンリソー
スのIRソフトであった
EprintsはUnicodeを完全サポートしていなかった上、
Javaとservletをベースに作成されたものでもなかった
Eprints、Dspace共にオープンリソースソフトであり、
当大学の機能的要件を充分に満たし、

更に、最新の図書館基準に合致するものであった

36

香港科技大学IR
現在の状況

ホームページ： http://repository.ust.hk/
IR ソフトウエア： DSpace 1.2.1版
システムソフトウエア: Fedora Core 2 Linux;  Tomcat 5.0.28;

JDK1.4.2_05

サーバ: Intel Pentium4 2.4GHz, 2GB RAM

コンテンツ: 40の学術機関から寄せられた文献
2,059件

使用状況: 2005年10月現在、これら文献へのアク
セス件数は10,341回
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主な特色

デジタル構造

文書の提出様式

添付文書・資料の様式

多言語サポート（中国語、日本語、韓国語）

OAI（オープン・アーカイブ・イニシアティ
ブ)データ提供
SRW/Uインターフェース

38

データ構造
文書の種類

定期刊行物、学位論文等

文書の形式
主としてPDF文書。PowerPoint も有り

DSpaceデータの事例
学術機関（及びその付属機関）

収蔵

文書・資料

メタデータ

コードインフォメーションフローの集中的送達

HKUSTの手法: 文書・資料を以下のように整理する
部門（例：学術機関）

文書の種類別分類（例：種類別の収蔵収集を行う）
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文書の提出様式

教職員は自ら提出したがらない

Dspaceの文書提出とその作業工程に時間がか
かりすぎる

シンプルかつ面倒のない提出様式が必要
- 迅速な文書提出のための媒介とする
文書作成にはPerl言語を使用する
提出するデータメモリはDspaceの
「Simple Archive Format」
（簡単な保存形式）で行う

40

添付文書・資料の様式

これは当地で開発されたJSPの応用であり、
その目的は図書館職員がDSpace中に文書を
添付することである

認可を受けた職員：

新たな文書資料を作成する

教職員が提出した文書の中に、元データ
情報を増強し、更にDSpace中に添付する
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多言語サポート
（中国語、日本語、韓国語）

CJK（中国語、日本語、韓国語）サポート
DSpaceはUnicodeをサポート

トラブル
－ Lucene検索ではCJKキャラクターを検索できない

CJKTokenizerを使用してDSpace’s Tokenizerの代用とすること
でこの問題を解決したが、大変興味深い副作用が生じた

トラブル
－CJKキャラクター付検索ではURLを正しいコードで表示できない

Tomcat URIEncoding=“UTF-8”の設置により、この問題を解決
した
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OAI（オープン・アーカイブ・イニシアティブ）
データの提供

DSpaceはOAIスタンダードに合致
これは、OAIが１つのデータベースの枠を超え、
（香港科技大学を含む）様々なIRの（ Dublin 
Core形式による）メタデータを容易に検索する
ことが可能であり、索引/検索サービスの価値
を高めたことを意味する。
例：OAIster
香港科技大学IRへのOAIルート：

http://repository.ust.hk/dspace-oai/request?

46

http://repository.ust.hk/dspace-oai/request?verb=GetRecord& ... 1783.1/1805
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SRW/Uインターフェース

ウェブページ（或いはURLを通して）の検索と取り
出し

Z39.50協定のメイン機能を保持したまま、Webサー
ビスの形式を採用

これは、検索サービス提供者が様々なIRが公表する
ある種の検索結果を、自らのGUIインターフェース上
にも表示可能であることを意味する。

香港科技大学IRのSRW/Uインターフェース
OCLCのSRW/Uソフトウエアを採用
URL: http://repository.ust.hk/SRW/

48

XSLTを含むSRW/U検索結果の変換表示例
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Dspace機能の強化

文書の提出様式

CJK 検索問題
サブスクリプト（ヘッダーとフッター）の問題

表示されるドキュメント件数

アクセス件数

初出２０件

推薦する文献へのリンク

教職員、研究者へのリンク

50

4. 計画と施策

特別作業チーム
－ ソフトウエア、範囲、施策、データベース
構造、問題、行動計画

情報サービス委員会
－ 出版指導方針、出版社対策、データ形式、
教職員が関心を持つ問題

図書館管理委員会
－ 問題、検討、最終決定、対策
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作業チーム –学科館員

教職員との
関係

出版物一覧表の
チェック

出版社対策の
決定

文書
版本の校正

文書の
収集

文書に索引
を付ける

データ入力
職員へ

誤
植
の
あ
る
版
本

版本の確定

Samson Soong博士
と学科館員版本の確定

52

作業チーム － データ入力職員

文書の確認と
PDF形式への変換

提出様式を使用して
元データを入力

PDF文書の
セキュリティとタイプを設定。
プリインストール版に掲載を加える

最終確認

文書をデータベースに
アップする

校正
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出版物により異なる指導方針

発行機関

著者

著者

公共分野

著者

出版社

著者

出版社、50年

出版社

版権

なし基準書

保存可能特定テーマの報告書

保存可能業務論文、

テクニカルレポート

米国の基準により保存可
能

米国の基準

許可が必要会議議事録

保存可能会議論文

許可が必要書籍

許可が必要書籍の部分（章節）

とるべき行動種類別
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SHERPA出版社対策の結論

56

定期刊行物文書の指導方針

出版社対策

出版社
へ問い
合わせ

可教職員
へ問い
合わせ

教職員
へ問い
合わせ

不可可不可出版社の
版本

出版社
へ問い
合わせ

可可可不可可不可審査済み
の版本

出版社
へ問い
合わせ

可可可可可不可審査前の
版本

不確定全ての
項目

双方共
に可能

審査済み
の版本

審査前
の版本

出版
社の
版本

保存の

不可
現在取得
可能な版
本
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出版社対策の指針

出版社の版権と自社保存に関する方針を理解す
る (SHERPA/RoMEO , Stevan Harnadと出版社
のウェブサイト)
自ら様式を確立し、参考として提供する

出版社の版権に関する声明文とその日付をプリ
ントアウトする

相手が得たいと望む回答、あるいは名誉的認可
条件を理解する

58

出版社所有権の認可

全ての記録にある版権欄：

APS：版権に関する声明
"[Journal title] © copyright (year) American 
Physical Society. The Journal's web site is 
located at http://....."



30

59

60

その他の施策

撤回

版本の切り替え

ユーザーグループとの協力

権限のコントロール

索引

権利と認可
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5. コンテンツ収集の対策

我々の考え方

文書を種類別に収集する手法とは？

異なるルートを使用する手法とは？

持続的成長のために

62

対策の考え方の基本

研究成果は大学の知識財産権利である
大量の文書が短期間に作成される
版権と著者自らの文書保存権が、注目する要点
である
出版社対策を明確化する
著者から出版社までの承認を得る

取得しやすい出版物とアクセスしやすいリソー
スを選択する
ネットワークにコンテンツを公表する
出版社から許可を得た出版社版
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文書を種類別に収集する手法とは？

1. 業務論文、テクニカルレポート、研究報告書
2. 会議論文
3. 会議報告書
4. 学位論文
5. 書籍の一部（章節）
6. 審査中の定期刊行物文書
7. オープンアクセスの定期刊行物文書

64

学術文献の出所

学術文献

研究者

定期刊行物出版社

ネットワーク

図書館の蔵書
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版権と著者の自己文書保存権の比較

選定した項目には、著者と出版
社からの承認の取得が必要

保存不可

作者の承認

所属部門の承認

大学に帰属 著者の承認

著者に帰属 著者の承認

出版社に帰属 出版社及び著者
の承認

保存可

版権のないもの

業務論文、テクニカル
レポート

版権のあるもの

定期刊行物文書、書籍の部分
（章節）、会議議事録、学位論
文、
特定テーマに関する報告書

66

定期刊行物文書

定期刊行物文書

著者の文書保存権利を調査

ネットワークから取得 著者へ問い合わせる出版社へ問い合わせる

IRへ保存

著者が権利を有する
場合：審査済み、或
いは審査以前の版本権利が無い、或

いは明確でない 出版社が権利を有する場合：
出版社の保有する版本
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異なるルートを使用する手法とは?

1. 著者からの提出
2. ウェブページからの取得（大学院・学部、教職員、
研究センター）

3. 図書館蔵書
会議議事録
学位論文
大学の保存書類

4. 情報リソースからの取得（データベース、電子定
期刊行物、オープンアクセスの出版物）

5. 出版社
6. 教職員、大学院・学部、研究センターの連携
7. 公共の関連
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電子論文の確認書式

私（学生）は以下に同意いたします。

私はここに、香港科技大学図書館に対して私の

学位論文をデジタル方式にて保存する非独占的

な権利を付与し、本論文をインターネット等を
経由して無償で取得可能とすることに同意いた
します。

署名: 署名日:
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出版社対策: Emerald 

Emeraldの版権に関する原則

Emeraldは、著者が自らの権利を放棄しない状況におい
て、出版社の文書に関する版権の取得を希望する。著者
は断りなしに随時自らが執筆した文書を再使用すること
ができる。著者である貴殿は、弊社の承認を受ける必要
はなく、当方のために別の文書を執筆する際、自らの
ホームページ上、或いはその他の状況において、貴殿の
執筆した文章の一部分或いは全文を使用することができ
る。

http://ninetta.emeraldinsight.com/pdfs/jarform.pdf
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収蔵内容の増加過程における転換点

CSテクニカルレポート105件
教職員のウェブサイトから取得した文書116件

特許53件

論文110件＋業務論文211件

CS文書96件

出版社の承認を得た文書35件

会議論文142件
IOP文書50件

大学の保存文書79件

研究センター文書83件
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香港科技大学の学術機関リポジトリの
持続性を保持するために

IRへの提出を出版の一過程とするためには?
RGCの資金助成を得て作成された文書を保存
する許可を教職員より得る

OCGA研究成果報告のプロセスを利用して、
その報告書式中にIRでの保存に関する項目を
追加し、同意を確認する
－2005年夏期の提出論文は100件を超えた
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6. 教職員の課題

オープンアクセスに対する知識不足

版権問題への注視

著者自らの文書提出に関心がない

非独占的版権に関して、著者が保有する権利に
ついて協議をしたがらない

（審査前、或いは審査後の）正確な文書を提供
したがらない

教職員の学術成果はごく僅かしか保存されてい
ない
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教職員が自署文書の保存権を保持する例
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大学機関の課題

今後全ての研究成果をリポジトリに保存
する旨承諾する必要がある

オープンアクセス定期刊行物に文書を提
出した教職員に対し、費用助成をおこな
う必要がある

図書館の保存作業に対し、資金助成をお
こなう必要がある
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出版社の課題

SHERPA項目において、2004年11月現在、出
版社107社中73社（68%）が何らかの形式によ
る保存を承認

多数の出版社が関連する対策を講じていない
（例： Camford, Genetic Society of America）
多数の出版社の関連対策はあいまいである

出版社は著者との契約の中に、著者の保存に関
する条項を加えるべきである
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図書館の課題

大学の学術研究を著者自ら保存することに対
しサポートを行う

IRの普及を促進する
ユーザーと教職員にIRに関する教育、指導を
行う

IRをよく説明する
支援者と協力パートナーを探す

大学機関の承認と支援を模索する

文書を収集する

著者自らの文書提出を、レポート提出や出版
作業の一部分であると教職員に認識させる
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図書館司書の課題

システムを評価する

対策を策定、理解する
内部対策と出版社対策

コンテンツの収集

著者自らおこなうファイリングの提唱
教育

コンサルティング

教員に対してそのメリットを理解させる

広報活動

使用に際してのサポート
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